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ある。G.H.ミードの相互作用論に関しては、再検討が求められよう。また、「遊び」や「遊び場面」などの重
要な概念に関する説明も不足している。さらに、解釈に至るプロセスの記述が不十分なために、解釈そのも
のに説得力がない場面も見受けられる。そして、本論文の最も大きな課題は、総括となる結論部分が十分に
構造化されていないという点である。各章の結論が並列的に提示されている内容は、本研究の独自な問題設
定や徹底した方法論に比べて物足りないと言わざるを得ない。歌の「機能」と「特徴」の関係を整理し直し、
各章の結論を構造化するための理論的枠組みの構築、もしくは上位概念の導出が求められるところである。 
以上のような課題は認められるが、保育学における遊び研究や幼児理解に関する研究と、音楽教育学にお
ける幼児期の音楽行動・歌唱行動に関する研究をつなぐ可能性をもつ本論文は、課程博士の学位取得に十分
に値する内容であると判断し、合格とする。 
